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研究成果の概要（和文）：本研究は、発達障害（その可能性）のある女子高校生が自己肯定感を滋養することで
学校適応が促進されるように、新たな手法・技法を創造することである。
そこで、発達の特性上における困難さがある生徒と、援助志向性がある生徒をマッチングさせたグループ活動に
よる心理濃教育を実施し、心理的柔軟性への理解と気づきが向上することを検証した。その結果、発達障害に起
因する困難さが高い生徒は、援助志向性が高い他者との関りによって、自分の思考に巻き込まれ、思考が意識よ
りも優位に立ち、行動に大きな影響を与えるといった認知的フュージョンに対する心理的柔軟性を向上させ、新
たな自己の内側への気づきを高める効果があると推察された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to create new methods and techniques to facilitate
 school adjustment by nourishing self-esteem in high school girls with developmental difficulties. 
Therefore, psychodynamic education was conducted through group activities in which students with 
developmental difficulties were matched with students with assistance orientation, and it was 
verified that the understanding and awareness of psychological flexibility was improved.
As a result, it was inferred that students with high difficulties due to developmental disabilities,
 by engaging with others who are more assistance-oriented, improve their psychological flexibility 
against cognitive fusion, such as being involved in their own thinking, thoughts dominating over 
awareness and having a greater influence on their behaviour, and increase their awareness of a new 
inner self. It was inferred that this would have the effect of increasing new inner-self awareness.

研究分野：特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ASDに起因した困難さがある高校生に対して、無理やり他者を交わることを強いる支援は、失敗体験を積み重ね
る危険性をはらんでいる。しかしながら、他者との関りが彼女らにとって成功体験、つまり他者に関わってもら
ってよかったと思える体験を増やしていくことができれば、メンタルヘルスの向上に寄与すると推測された。
そこで本研究において、援助志向性が高い生徒とマッチングしたグループによる心理教育を実施することによ
り、認知的フュージョンに対する心理的柔軟性を向上させ、新たな自己の内側への気づきを高める効果があるこ
とが推察され、新たな支援手法・技法が成果として確立されたことは、学術的・社会的意義があったといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究課題は、発達障害のある女子高校生に対して学校適応を促進する支援体制・技法を新規開
発・実施し、学校生活上で、彼女らがより自分らしく過ごしやすくなることである。近年、彼女
らへの支援では、男子生徒の支援策を適用しており、女子生徒特有の課題へのアプローチが確立
されていないことが課題としてあげられている。これまでに発達障害のある女子高校生に関す
る調査で明らかになっている事は、当該女子高校生は男子生徒に比べて周囲から気付かれにく
く、外部からは潜在化することである。彼女らは、失敗を積み重ねると自己肯定感が低減し二次
的な心理的問題を誘発しやすい。さらには自己不全感に悩み、場合によっては学校不適応による
中途退学や不登校・ひきこもりといった問題行動を表出しやすい。以上の日本国内の調査・事例
研究は、課題を顕在化したという一定の成果を上げている。しかし、その課題解決に対する実践
的な研究は、ほとんど行われていない。つまり、発達障害のある女子特有の新たな生き方が社会
的に模索され始めたが、当該女子高校生に対する有効な支援方法が確立していない事が大きな
学術的課題となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、発達障害のある女子高校生を対象に、彼女らの学校適応を支えるための支援体
制・技法の構築を目標とした『発達障害のある女子高校生に対する学校適応支援ガイドブック』
を開発し、その有効性・運用性を検証することである。 
 
３．研究の方法 
プロジェクト A：発達障害のある女子高校生の学校適応に関する特徴について、性別、発達段階
別（中学生との差異）、進学率（キャリア）別による比較を通して、特有とされる実態を検証す
る。 
 
プロジェクト B：事前実践として、クラスの生徒が抱く援助志向性と特別な支援のニーズを把握
するため、ASD や ADHD に起因する困難さを測定する。その後、ACT（Acceptance and Commitment 
Therapy）を援用した「考えていることに気づくという、自分の内側への気づきを高める」プロ
グラムを実施し、効果を検証する。次に、プログラムの反省点を反映し、本実践研究として、援
助志向性が高い生徒と特別な支援のニーズが高い生徒をマッチングさせたグループを構成し、
プログラムの効果を検証することにした。 
 
４．研究成果 
ガイドブックの作成には至らなかったが、以下の研究成果を得ることができた。 
プロジェクト A：思春期の中高校生のメンタルヘルスの状態を測定する尺度を作成した。その結
果、女子生徒の方が男子生徒よりも、メンタルヘルスの不調を訴える人数が多く示された（三浦
ら、2021）。発達障害のある女子高校生の学校生活上の困り感の実態について調査を行った結果、
当該女子高校生は、障害特性等による症状や行動そのものへの支援に加えて、特性によって引き
起こされる心理的問題の軽減が必要となることが示唆された（三浦ら、2020）。また、女子高校
生は、ASD（自閉スペクトラム症）に起因した困難さを強く抱く場合、共同的な作業や相手の話
を積極的に聴く意欲が低く、これらの他者との関係性への意思を媒介として援助志向への動機
を下げてしまうことが示唆された（三浦ら、2022）。加えて、女子高校生は ASD に起因する困難
さが高いほど、援助の志向性や援助するために必要なスキルの獲得度合い、そして、他者と協同
して取り組もうとする志向に対する有効性や貢献性は低下することが示された（三浦、2024）。
また、女子高校生において、ASD 困り感が高い場合、PMDD（月経前不快気分）が媒介して、学校
の生活や勉強に支障をきたすことが示された。また、ADHD（注意欠陥多動症）困り感が高い場合、
PMDD が媒介して、学校の人間関係に支障をきたすことが示された（Miura & Hashimoto、2023）。 
さらに、発達障害のある女子大学生に対して、対人関係の困難さについて調査行った結果、過剰
な自己犠牲的な発言がみられた。特に、異性との関係において心理的に抗拒不能な状況に陥りや
すく、性被害に発展するリスクが示された（三浦、2022）。異性との関係において心理的に抗拒
不能な状況に陥りやすく、性被害に発展するリスクが示された発達障害（その可能性）がある女
子高校生の性被害を防止し、彼女らが主体的に将来の自分たちの生活や健康に向き合うことが
今後の課題であることが示唆された。 
 
プロジェクト B：本実践研究におけるグループワークでは、ASD や ADHD に起因する困難さが高い
生徒は、援助志向性が高い他者との関りによって、自分の思考に巻き込まれ、思考が意識よりも
優位に立ち、行動に大きな影響を与えるといった認知的フュージョンが軽減した。実際、ASD や
ADHD に起因する困難さがある生徒の事例では、プログラムの実施を通して、「マイナスな考えや、
いやな気持ちが続きやすい」「いろいろ考えすぎて、行動にうつせないことがある」といった認
知的フュージョンに対して、心理的柔軟性を発揮し新たな認知や行動へ繋がることが示唆され



た。そして、自由記述の感想より、他者から積極的に関わってもらった体験を通して、これまで
以上に客観的に自分の考えを見つめることの大事さにも気づくことが出来たのだと推測された。
このことから、本実践研究で作成したプログラムは、ASD や ADHD に起因する困難さがある生徒
において、援助志向性が高い生徒とマッチングしたグループを構成した上で実施することによ
り、認知的フュージョンに対する心理的柔軟性を向上させ、新たな自己の内側への気づきを高め
る効果があると推察された。プログラム全体として、体験の回避や認知的フュージョンに対して、
参加者全員が実証的に心理的柔軟性を高められるようなプログラムの内容を精査することが、
今後の課題である。 
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